
　市は病院を存続させるため、病院側の意向および議会・病院に関する調査検討特別委員会

の報告書、意見書を尊重し、平成 20年 2月、現時点における最良の手法として「民営化の方針」

を決定し、これまでその実現に向けて関係機関との協議、調整を進めてまいりました。

　これは、救急医療をはじめ、市民のために必要な医療サービスを継続して提供し、しかも

民間のノウハウを取り入れた中で経営改善を図るというものであります。

　今まで、この「民営化」に関する市民の皆様への情報提供が不十分であったことをお詫び

申し上げるとともに、「民営化」という相手方がある特殊性もまたご理解くださるようお願い

いたします。

　つきましては、これまでの背景、経過を報告し、今後の予定について説明いたします。

１　

 

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
策
定

　

全
国
の
自
治
体
等
が
運
営
す
る
公

立
病
院
は
、
地
域
医
療
の
確
保
の
た

め
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
多
く
は
経
営
状
況
が
悪

化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
経
常
収
支
で
は
、

全
体
の
約
75
％
が
赤
字
決
算
と
な

り
、
さ
ら
に
、
医
師
不
足
に
伴
い
、

診
療
体
制
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
公
立
病
院
が
今
後
も
地
域
に

お
い
て
必
要
な
医
療
を
提
供
し
て
い

け
る
よ
う
、
抜
本
的
な
改
革
と
し

て
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
示
し
ま
し
た
。（
平
成
19
年
12
月
）

　

水
原
郷
病
院
も
含
め
た
全
国
の
公

立
病
院
が
病
院
経
営
の
効
率
化
・
再

編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
経
営
形
態

を
見
直
し
、
平
成
20
年
度
内
に
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
作
成
の
作
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

２　

民
営
化
（
指
定
管
理
者    

     

制
度
）
方
針

　

水
原
郷
病
院
は
町
村
合
併
当
初
か

ら
施
設
の
老
朽
化
と
慢
性
的
な
赤
字

を
抱
え
て
お
り
、
新
市
と
な
っ
て
か

ら
は
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
有

識
者
に
よ
る
水
原
郷
病
院
経
営
改
革

審
議
会
等
、
市
長
の
諮
問
機
関
の
答

申
を
得
な
が
ら
、
経
営
改
善
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
総
務
省
の
所
管
事
業
で

あ
る
「
地
方
公
営
企
業
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
」
に
よ
る
診
断
お
よ
び

助
言
、
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
た
上
で
、「
公
設
民
営
化
に

よ
る
経
営
改
善
を
行
い
な
が
ら
、
公

的
資
金
（
起
債
）
に
よ
る
新
病
院
建

設
を
目
指
す
」
と
い
う
方
針
（
経
営

形
態
の
見
直
し
）
を
平
成
20
年
2
月

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
３　

 

民
営
化
の
協
議
組
織
の    

設
置

　　

市
は
、
水
原
郷
病
院
の
民
営
化
方

針
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）
に

よ
り
、
新
潟
県
内
で
16
の
病
院
を
経

営
す
る
公
的
医
療
機
関 

新
潟
県
厚
生

連
（
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
）
を
委
託
先
に
選
び
、
郷
病
院

の
民
営
化
に
向
け
た
基
本
事
項
の
す

り
合
わ
せ
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
市
、
病
院
、
県

厚
生
連
の
三
者
に
よ
る
事
務
レ
ベ
ル

の
協
議
会
を
設
置
し
、
民
営
化
実
施

に
向
け
た
実
務
的
な
協
議
に
入
り
ま

し
た
。

４　

民
営
化
の
実
施
時
期

　

民
営
化
の
実
施
時
期
は
、
当
初
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
係
る
諸
手

続
き
の
関
係
か
ら
、
市
と
し
て
は
平

成
21
年
度
以
降
に
な
る
の
で
は
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
水
原
郷
病
院
の

財
務
状
況
悪
化
の
見
通
し
を
受
け
、

一
日
も
早
い
経
営
改
善
が
必
要
と
判

断
し
、
平
成
21
年
4
月
実
施
を
目
標

と
し
て
先
方
と
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
民
営
化
後
に
お
け
る
医

師
等
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
や
職
員

の
処
遇
等
、
細
部
事
項
の
協
議
が
進

展
し
な
い
た
め
、
実
施
時
期
を
先
送

り
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
議
会
へ
も

報
告
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

５　

市
民
説
明
会
の
開
催
な
ど

　
　

　

冒
頭
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
市
民

の
皆
様
に
は
民
営
化
の
実
施
時
期
や

民
営
化
後
の
医
療
計
画
に
つ
い
て
、

い
ま
だ
詳
細
な
情
報
を
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
具
体
的
事
業
計
画
等
を
把

握
・
検
討
し
た
段
階
で
詳
細
な
情
報

を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま

す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　　

水原郷病院民営化の

　　　経過について

市
は
、
診
療
機
能
と
し
て
必
要

な
医
師
を
確
保
し
、
救
急
医
療

の
一
日
も
早
い
回
復
の
た
め
、

最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課 

病
院
改
革
推
進
室　

☎
61
‐
２
４
８
３
（
直
通
）
へ

農
業グ
ループ

で農作物を生
産

 定年退職者等再登板支援事業
既に会社などを定年退職された方、あるいは、これから定年退職される方などの知識や経験

を、農産物の生産や加工、販売に生かしていけないか。そして、そのような取り組みをやって

みたいと思っている方を何とか応援できないか……。という思いから、

市では、「定年退職者等再登板支援事業」を行っています。

■
事
業
の
概
要

　

退
職
者
や
退
職
予
定
者
な
ど
で
構

成
す
る
団
体
が
、
自
ら
の
発
想
で
行

う
自
主
的
な
農
業
生
産
活
動
な
ど
に

対
し
、
そ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
市
が
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
活
動

　

米
を
除
く
農
産
物
生
産
・
加
工
お
よ

び
販
売
活
動
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
補

助
の
対
象
と
な
る
活
動
は
、
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

① 

遊
休
農
地
を
利
活
用
す
る
自
主
的
な

活
動
で
あ
る
こ
と

② 

自
主
的
な
農
業
生
産
活
動
な
ど
に
供

す
る
農
地
の
面
積
は
、
10
ア
ー
ル
以

上
で
あ
る
こ
と

③ 

利
活
用
す
る
遊
休
農
地
は
市
内
に
所

在
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
面
積
は

自
主
的
な
農
業
生
産
活
動
な
ど
に
供

す
る
農
地
の
面
積
の
４
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

④ 

発
想
が
斬
新
で
独
創
性
が
高
い
こ

と
、
な
ど

■
補
助
対
象
と
な
る
経
費

①
謝
礼
な
ど
の
報
償
費

②
視
察
研
修
な
ど
の
旅
費

③
使
用
料
や
賃
借
料

④ 

消
耗
品
費
（
取
得
価
格
が
10
万
円
以

上
の
減
価
償
却
資
産
は
除
き
ま
す
）

⑤
原
材
料
費

※ 

団
体
の
経
常
的
な
活
動
に
要
す
る
経

費
や
食
糧
費
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

　

（
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

やる気のある農業グループ
団
体
は
、
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
在

勤
者
５
人
以
上
で
構
成
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
構
成
員
の
う
ち
少
な
く
と
も

１
人
は
、
市
内
に
在
住
す
る
現
役
の
農

業
者
（
農
地
を
50
ア
ー
ル
以
上
有
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
）
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　補助金の交付を受けたい団体は、申請書を市役所企画政策課へ提出してください。申請書には、事業計画書、

収支予算書、団体調書を添付してください。申請書は、市役所企画政策課および各支所企画担当の窓口に用意

してあります。（市のホームページからもダウンロードできます）

申請書の受付期間　平成 21年 5月 1日～ 5月 29 日

補助金は、最長で３か年にわたって
交付します。（※補助金の交付の可
否は１年度毎に決定します。）

1 年目
補助金1/2以内
（最高50万円）

2 年目

3年目

補助金1/2以内

（最高30万円）

補助金1/2以内

（最高20万円）

補助対象経費

市内
在住

市内
在住

市内
在勤

市内
在住

市内
在住

Ａさん Ｂさん Ｃさん Ｄさん Ｅさん

現役農業者＋定年退職者など

補助金

阿
賀
野
市

販売

学校給食

加工農産物

加
工
農
産
物

【農産物加工場】

“農”あるセカンドライフでふるさとの魅力を再発見 !!

問い合わせ＆申請は、企画政策課・企画政策係へ　☎ 61-2483（直通）

（補助金は３か年で最高 100 万円）

付加価値化

～あなたのアイディアを形にしてみませんか？～

20年度助成事業：「野生館」遊休田を使った真鮒の養殖

20平成 21 年 4 月号21 平成 21 年 4 月号


